
解 説

1. プリオン病サーベイランス委員会は、1999年4月1日から2020年2月7日
までに7637例を検討し、3716例をプリオン病と判定した。

2. 病型別にみると孤発性CJD 2845例( 77％)、遺伝性プリオン病 765例
(20％)、硬膜移植後CJD 91例 (3%)、変異型 1例（0.03％）であった。

※ 2015年以降、サーベイランス結果が人口動態調査数より少ないのは、調
査が完了していないため�
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